
 
◆先月 17 日から 26 日までバチカンから福音宣教

省長官フェルナンド・フィローニ枢機卿が来日さ

れました。福岡、長崎、広島を訪問され「福音は

どうして伝えられねばならないのか」と問うて回

られました。教皇フランシスコ様の次の言葉を伝

えました。「福音宣教熱とそのあかしは司牧活動や

人々への宣教においても助けとなります。・・・聖

霊は教会の中の男女を目覚めさせ・・・自らが生

活している社会を豊かなものにする」。信徒たちに

よる福音宣教活動は教会にとって宝です。被造物

をより大切なものへと転換させる力を持っている

からです。信徒には固有のカリスマがあって、社

会という世俗にあってなお生

き続けています。信徒の固有

の霊性を理解すれば、司牧宣

教活動はさらに豊かになるの

です。 
 
◆「被造物を大切にする」た

めに勧められること、それは

私たちがまずもって変わるこ

とです。神の被造物全般には

「共通の起源」というものが

あります。それは互いに属し合っているというこ

とです。平たく言えば、共存・共生の関係にある

ということです。相互に反発し合って、どうして

秩序が保たれるでしょうか。互いに共有する未来

に平和と幸福をもたらすものは一体何ですか。被

造物を大切にすることではないでしょうか。被造

物はもはや自分自身のためだけではない。自分が

変わらなければ、この世界を守ることなどできな

いのは明白な事実です。 
 
◆それでは、どのようにして「新しいライフスタ

イル」を築けるでしょうか。そのためには何を私

たちは為すべきでしょうか。金があるからと言っ

て、無駄に物を買い続ける消費主義に巻き込まれ

てはいませんか。合理的な製品や常識的な規格に

踊らされて、まんまと消費主義の渦中に浸りきっ

ていませんか。もしかしたら既に私たちは習慣的

な生活スタイルに埋没しているかもしれません。

今こそ、私たちは自身に問い返すべきでしょう。

私たちの生活は本当にこのままで良いのかと。枢

機卿が問うたように「福音はどうして伝えられる

べきなのか」。もう一度問い返しましょう。消費す

る喜びが、いつしか、あなたの目を眩ませたかも

しれません。現代世界は、余りに多い選択肢のゆ

えに、神の福音に至らせる道

を見失わせたのです。 
 
◆こうして自己中心的になっ

てしまった人の目は完全に塞

がれ、自己完結型の人間とな

り果てました。彼らは購買と

所有という自虐的な欲望渦巻

く中に、ただただ空虚な心を

満たすだけの人間と化したの

です。このような破局的な結

末に陥らないために、いち早く新しいライフスタ

イルに乗り換えることです。自己中心的なライフ

スタイルから利他的なライフスタイルへの転換で

す。聖霊はそのために教会の内外で働き、福音と

いう風を新しく吹かせ続けます。その息吹きに触

れ、新しい命に生まれ変わった信徒たちがいま

す。フィローニ枢機卿様はそのことを伝えるため

に日本に来てくださったのです。自我という欲を

乗り越えて立ち上がり、教会とその福音のために

善なるものを選び取り、素直に自分自身を見つめ

直し、真の自由に向かってその一歩を記し始めま

しょう。 
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フランスの保護の聖人の一人、聖ディオニジ

オはイタリア人で、２５０年頃６人の宣教師と共に

パリへ派遣された。 その中には、大胆なエレウテ

リオとルスティコもいた。 宣教師たちの非常な努

力によって、多数の市民が改宗した。 これを見

たローマ総督フェスチェンニヌスは三人を捕らえ

て牢獄に入れた。彼らは長い間牢獄の中で過酷

な生活に苦しめられたが、２７５年頃、首を切られ

その遺体はセーヌ川に投げ込まれた。 

 

モンマルトルの「殉教者の丘」はこの 3 人の

殉教した場所を示している。 彼らを記念して建

てられたサン・ドニの修道院の教会堂は、575 年、

聖ジェネヴィエーヴによって再建され、この聖人

たちを記念するため小修道院を附設した。 

 

ダゴベルト１世王はこの教会を改築して、自

分の墓をそこに置くように計画した。 ７５０年に、

サン・ドニのフルラド修道院長は教会の再築を決定し、２５年後その祝別式にはカール大帝が列席した。 

１１２２年有名なスジェールが修道院長になった時、大きな修道院の教会堂が建てられ、その建物は今日

まで残っている。 

 

 
 

９月２４日 

 

Q-旅する混成合唱団の熊本地震

復興支援チャリティーコンサートが行わ

れました。 鹿児島公演（続いて、福岡、熊本で行われる予定）では、当

教会の聖堂が会場となり、曽木時人さん指揮のもと鹿児島メサイヤ合唱

団が歌声を響かせました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

予 告 
１０月８日、大分のカテドラル（カトリック大分
教会）での第 2７主日のミサ中で、聖アルフォ
ンソ合唱団がモーツァルトのミサ曲、KV220 
「雀のミサ」を合唱奉献致します。 ミサが素
晴らしいものとなりますようお祈り下さい。 


